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年
頭
の
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
白
年
の
新
春
を
め
で

た
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
市
政
に
つ
い
て
、
皆
様
の
心

温
ま
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

市
政
が
順
調
に
進
展
い
た
し
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
承
知
の
ご
と
く
、
昨
年
は
長
引
く

世
界
経
済
の
不
況
と
国
の
財
政
再
建
に

と
も
な
う
第
二
臨
調
の
行
財
政
改
革
の

嵐
の
中
で
、
ま
さ
に
地
方
の
時
代
は
受

難
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
年
末

総
選
挙
と
心
ぜ
わ
し
い
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。
保
革
伯
仲
の
政
情
の
内
で
、
前

途
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
魚
津
市
政
は

過
ぎ
し
三
十
年
の
歴
史
と
教
訓
を
ま
も

り
、
い
ま
二
十
一
世
紀
へ
の
飛
躍
と
展

望
に
夢
を
は
せ
ら
せ
、
希
望
の
第
一
歩

を
ふ
み
出
さ
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。
五

万
市
民
と
英
知
を
結
集
し
、
真
に
豊
か

魚

津

市

長

ご重E
J同

河

七

良

な
明
日
の
魚
津
市
を
築
く
た
め
、
施
策

会
張
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
創
意
と
工
夫

を
こ
ら
し
、
文
化
都
市
の
建
設
に
努
力

を
傾
注
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
の
築
造
、
駅
西
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
、
北
鬼
江
踏
切
り

立
体
交
差
化
事
業
、
下
水
道
事
業
、
道

路
網
の
整
備
、
産
業
基
盤
の
確
立
、
教

育
文
化
施
設
整
備
な
ど
未
来
都
市
へ
の

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
諸

問
題
の
解
決
に
市
民
の
皆
様
と

一
体
と

な
り
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
三
期
十
二
年
間
に
わ
た
り
、

お
よ
せ
い
た
だ
い
た
市
民
各
位
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と

も
郷
土
の
発
展
の
た
め
、
皆
様
と
と
も

に
微
力
を
さ
さ
げ
た
い
と
念
願
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
最
後
に
皆
様
方
の
益
々
ご
健
勝
で
幸

せ
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
敵
の
動
き

一
般
会
計
に

九
十
八
億
六
千
六
百
八
十
七
万
四
千
円
に

縦一
一…
一
対
潜

ロ
定
例
市
議
会
は
、
5
日
招
集
さ
れ
、
M
日
開
会
い
た
し
ま
し

た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
ロ
議
案
の
ほ
か
継
続
審
議
と
な
っ
て
い

た
昭
和
幻
年
度

一
般
会
計
な
ど
決
算
8
議
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

V
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

マ
日
年
度
一
般
会
結
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
億
三
千

五
百
二
十
六
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
十
八
億
六
千

六
百
八
十
七
万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
で
は
、
納
税
貯
蓄
組
合
奨
励

金
五
百
万
円
と
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費

八
百
九
十
八
万
円
。

民
生
費
で
は
、
保
護
世
帯
及
び
人
員

の
減
に
よ
り
生
活
保
護
費
三
千
四
十
三

万
二
千
円
を
減
額
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
国

・
県
の
推

め
て
い
る
国
土
緑
化
運
動
を
推
進
す
る

た
め
、
花
と
緑
の
銀
行
委
託
事
業
費
八

百
万
円
。

商
工
費
で
は
、
商
工
業
振
興
条
例
に

基
づ
く
企
業
の
用
地
取
得
助
成
金
九
百

万
円
。

労
働
費
で
は
、
就
労
日
数
、
就
労
人

員
の
減
に
よ
り
失
業
対
策
費
六
百
四
十

九
万
八
千
円
を
減
額
。

土
木
費
で
は
、
道
路
新
設
改
良
費
一

千
九
百
九
十
万
円
、
河
川
排
水
路
整
備

工
事
費
五
百
万
円
、
都
市
計
画
費
七
百

七
十
八
万
円
と
、
追
加
認
承
が
あ
っ
た

総
合
公
園
築
造
事
業
費
二
千
万
円
。

教
育
費
で
は
、
小

・
中
学
校
等
の
光

熱
水
費
等
の
不
足
と
、
水
族
館
事
業
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
八
百
万
円
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
農
林
災
害
復
旧

費
一
千
四
百
四
十
六
万
二
千
円
、
土
木

災
害
復
旧
費
八
百
八
十
八
万
三
千
円
と
、

除
雪
対
策
費
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
五

千
万
円
を
計
上
。

そ
の
ほ
か
、
運
動
公
園
築
造
事
業
j

也

千
万
円
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

三
千
五
百
五
十
二
万
四
千
円
の
債
務
負

担
行
為
。

マ
回
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

マ
回
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
日
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

マ
臼
年
度
水
族
館
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

マ印
ω
年
昨
尻
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

マ
魚
津
市
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
に

関
す
る
条
例

マ
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

マ
魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
備
事
業

施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
大
字
、
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止

に
つ
い
て
(
黒
沢
地
内
)

V
認
定
さ
れ
た
決
算

マ
閉
山
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
外

7
決
算

V
同

意

案

件

マ
魚
津
市
天
神
野
新
六
六
六
番
地

関
口
浅
之
氏
を
、
魚
津
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
選
任

マ
魚
津
市
本
江
一
三
五
九
番
地

高
瀬
忠
ニ
氏

魚
津
市
上
村
木
二
丁
目
げ
番
出
号

畑
山
道
竪
氏
を
、
人
権
擁
護
委
員
に

推
せ
ん
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新
年
に
よ
せ
て

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り

市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
に
お
け
る
内
外
の
政
治
、
経
済

の
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。国

内
に
お
い
て
は
、
高
度
成
長
時
代

に
急
激
に
拡
大
し
た
行
財
政
の
不
均
衡

の
是
正
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
等
、

解
決
す
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
国
の
日
年
度
予
算

編
成
作
業
も
大
詰
め
の
段
階
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
予
算
規
模
は
前
年
度
並

に
抑
制
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
議
会
議
長

藤

後当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
日
年
度

に
引
続
い
て
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図

り
、
国
の
行
財
政
改
革
や
臨
調
の
地
方

に
及
ぼ
す
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、
こ

の
厳
し
い
時
期
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

市
議
会
も
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
、

市
勢
の
発
展
の
た
め
に
最
大
の
努
力
を

い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
か
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
康
と

ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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関
年
魚
津
市
成
人
式

松

市
で
は
、
こ
と
し
成
人
を
迎
え
ら
れ

る
み
な
さ
ん
に
、
健
全
な
心
身
の
成
長

と
社
会
人
と
し
て
公
的
資
格
を
得
ら
れ

た
門
出
を
祝
福
し
て
、
次
の
と
お
り
式

典
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
出
席
く
だ
さ

な
お
、
一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
大
人
と
な
ら
れ

た
門
出
を
と
も
に
祝
福
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

マ

と

き

1
月
日
日

(成
人
の
日
)

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

マ
受

付

午

前

9
時
1
9時

ω分

マ
式
典
及
び
表
彰
式

午
前
叩
時
j

m
時

ω分

マ
吹
奏
楽
演
奏

ソ
ン
グ

・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

午
前
日
時

ω分
1
日
時
初

分
ま
で

マ
成
人
該
当
者
昭
和
お
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
ぬ
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

な
お
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な

さ
ん
に
は
、
年
賀
状
で
案
内
を
差
し
あ

げ
て
あ
り
ま
す
が
、
案
内
状
が
こ
な
か

っ
た
方
、
ま
た
は
、
魚
津
市
で
成
人
式

を
挙
げ
た
い
方
は
、

1
月
6
固
ま
で
、

市
教
育
釆
責
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。合

⑫
2
2
0
0
内
線
制

…
品
初
歳
と
選
挙
権

…

一
初
歳
に
な
る
と
生
ず
る
権
利
の
一
…

一
つ
に
、
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
c

わ
た
一

一
し
た
ち
は
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
一

一
に
よ
っ
て
、
国
の
政
治
を
一

一
は
じ
め
都
道
府
県
や
市
区
一

…
町
村
の
地
方
政
治
に
参
加
一

一
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
一

あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
一

…貴
重
な
権
利
、
選
挙
権
を
一

一
有
効
に
使
う
た
め
に
は
、
一

一
ま
ず
棄
権
を
し
な
い
こ
と

一

一
で
す
。
候
補
者
の
こ
と
を

一

一
知
る
手
が
か
り
に
は
、
街

一

…
角
に
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス
タ

一

…
ー
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な

…

…
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一

.

・
選

挙

公

報

一

…

・
街
頭
演
説

…

-
個
人
演
説
会

…

・
政
見

・
経
歴
放
送
…

消
防
出
初
め
式

市
消
防
本
部
で
は
、

1
月
6
日、

午
前
9
時
初
分
か
ら
、
村
木
小
学
校

に
お
い
て
、
恒
例
の
魚
津
市
消
防
機

関
出
初
め
式
を
行
い
ま
す
。
引
続
き

中
央
通
り
で
分
列
行
進
、
鎮
火
祈
願
、

義
勇
塔
参
拝
の
の
ち
、
市
中
行
進
を

し
、
北
鬼
江
地
内
、
中
川
用
水
で
一

斉
放
水
訓
練
を
実
地
し
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

更
新
配
備

市
消
防
団
第
日
分
団
(
旧
天
神
)

に
配
備
さ
れ
て
い
た
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
、
新
鋭

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
が
待
た

れ
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
月
9
日
、
納

車
さ
れ
、
第
日
分
団
の
火
災
出
動
及

び
箸
防
活
動
体
制
が
一
段
と
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

0 万円 五万円

2 

0 万円

3 3 2 

て
Lたまし、とつ

(3) 
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般
会
計
決
算

昭
和
幻
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
最
終
予
算
額
は
、

九
十
四
億
五
千
二
百
九
十
八
万
九
千
円
で
、
決
算
額
は

歳
入
九
十
六
億
一
千
五
十
四
万
円
、
歳
出
九
十
一
億
六

千
二
百
六
十
四
万
円
と
な
り
、
実
質
収
支

(歳
入
歳
出

差
引
額
か
ら
明
許
繰
越
等
の
た
め
翌
年
度
に
繰
越
す
べ

き
財
源
を
控
除
し
た
額
)
は
、
四
億
四
千
二

万
七
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

七
十

千円〉

決 算 組' 歳入歳出
£ヱ』エ 名

差引額歳 入 歳

市立 iz2ェh 9，610，540 9，162，640 447，900 

下水道 事 業 会 計 26，769 26，769 。
間易水道事業会計 11 ，961 11 ，822 139 

国民 健康保険事業会計 2，041，210 2，004，088 37，122 

老人保健医療事業会計 154，645 128，839 25，806 

1159L 5 
農作物共済勘定 40，546 26，777 13，769 

業 家高共済勘定 17.784 17，565 219 
ニl:t二 果樹共済勘定 4，971 3，327 1，644 
j丙

畑作物共済勘定 111 85 26 
事

業 悶芸施設共前勘定 980 782 198 
ぷz』z 業 務 山J 7.E 65，731 58，434 7，297 

130.123 106，970 23，153 

水峡館事 業会 計 248，044 208，061 39，983 

l1入1 12，223，292 11，649，189 574，103 

〈単位57年度会計別決算状況

実施した主な事業

事 業 名 金額

千円

(1) 補助事業

農村総合整備モデル事業 121，800 

団体営農道整備事業 122，704 

団体営かんがい排水事業 96，928 

団体営林業集落整備事業 105，100 

総合会園築造事業 120，000 

都市下水路整備事業 77，500 

駅西地区土地区画整理事業 '133，500 

松倉小学校校舎改築事業 214，040 

住吉小学校校舎改築事業 134，250 

本江小学校校舎改築事業 71，971 

経団公民館建設事業 102，000 

(2) 単独事業

団体営ほ場整備事業等償還金補助金 78，467 

道路新設改良事業 224，556 

占津霊園築造事業 50，960 

総合公園築造事業 52，836 

市営住宅建設事業 107，556 

住吉小学校校舎改築事業 52，612 

松倉小学校校舎改築事業 50，890 

(3) 災害復旧事業

公共災害復旧事業 189，082 

(4) 失業対策事業 119，004 

(4) 

一般会計性質別支出

区 うT 決算額 構成比

千円 % 
人 ド|ニ ï~ 2，287，293 25.0 

tk J.ljJ '{~ 1，164，840 12.7 

公 {責 n 694，911 7.6 

キめ 件 E投 843，772 9.2 

キw 持 字詰i {I多 -住 119，445 1.3 

4 即J ，{~ 等 500，343 5.5 

.lL 費 9，749 0.1 

投資 及び 出資 金 15，093 0.1 

貸 付 金 254，978 2.8 

総長 出 金 71，623 0.7 

普通 建 設 事 業 資 2.892，507 31.6 

(補助事業) 1，693，576 18.5 

(単独事業) 1，140，574 12.5 

(県営事業負担金) 49，145 0.5 

(受託事業) 9，212 0.1 

災害復旧事業費 189，082 2.1 

失業対策事業費 119，004 1.3 

歳 出 合計 9，162，640 100.0 

市有財産の状況

借入先 借 入 組 借入期間

r.1'1 
57.4.2-

北陸銀行 200，000 57.4.21 

11 200，000 57.4.2-
57.4.10 

11 100，000 57.4.26-
57.5.6 

11 100，000 57457256-28 

11 50，000 57.11.26-
57.11.30 

11 100，000 57.11.26-
57.12.4 

11 200，000 57.11.26-
57.12.27 

11 400，000 57.12.24 -
57.12.28 

11 100，000 57.12.29-
58.1.10 

11 300，000 58518.262-26 

11 250，000 58.2.26-
58.3.26 

11 300，000 58.2582.73-26 

11 200，000 58.3582.46-11 

11 250，000 58.3.27-
58.5.10 

11 300，000 58358.275-20 

建物

134.274m' 

基金

530，718千円

→寺借入金の状況

ゴニ I也

617.164m' 

有価証券その他

112，584千円
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計決算状況
歳出

A
Q

一
A骨支

く単位 :千円〉

区 分 予算額 決算額 支出割合 構成比

% % 

l 議 ぷz〉z、 費 155，278 151，922 97.8 1.6 

2.総 務 費 1，349，641 1，333，360 98.8 14.5 

3 民 生 費 1，960，829 1，873，862 95.6 20.5 

4.衛 生 費 301，533 298，563 99.0 3.3 

5.労 働 費 122，878 119，764 97.5 1.3 

6.農林水産業費 1，063，725 1，057，053 99.4 11. 5 

7.商 工 費 321，996 320，760 99.6 3.5 

8.土 木 費 1，413，768 1，390，209 98.3 15.21 

9. 7肖 防 費 240，440 238，513 99.2 2.6 

10.教 育 費 1，523，370 1，473，770 96.7 16.1 

11 災害復旧費 191，246 189，082 98.9 2.1 

12. 公 イ貰 費 713，987 695，658 97.4 7.6 

13.諸 支 出 金 44，662 20，124 45.1 0.2 

14.予 {庸 費 49，636 

歳出合計 9，452，989 9，162，640 96.9 100.0 

千円〉

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

% % 

1.市 手見 3，305，000 3，344，846 101. 2 34.8 

2.地方 譲 与 税 90，000 90，965 101.1 1.0 

3.娯楽施設利用税交付金 15，000 20，823 138.8 0.2 

4.自動車取得税交付金 70，000 71，624 102.3 0.7 

5.地方 交 付 税 1，553，638 1，744，917 112.3 18.2 

6.交通安全対策特別交付金 5，256 5，256 100.0 0.1 

7 分担金及び負担金 332，210 334，542 100.7 3.5 

8.使用料及び手数料 198，636 197，050 99.2 2.1 

9 国 庫支出金 1，450，647 1，387，628 95.7 14.4 

10.県 支 出 金 856，901 863，486 100.8 9.0 

11. Jtオ 産 ヰ又 入 119，121 71，602 60.1 0.7 

12.寄 附 金 36，628 38，199 104.3 0.4 

13.繰 越 金 318，377 318，377 100.0 3.3 

14.諸 ヰ文 入 339，675 359，325 105.8 3.7 

15.市 {責 761，900 761，900 100.0 7.9 

歳 入合計 9，452，989 9，610，540 101.7 100.0 

〈単位入歳

?兄状の市債
会計別.借入先別現在高 千円〉

区 分 一般会計 下水道会計 簡易水道会計 水族館会計 計

資金運用部 3，547，117 3，308 26，588 3，577，013 

簡 易 保 険 局 1，327，575 1，327，575 

公営企業金融公庫 613，472 216，000 829，472 

市 中 S良 千子 385，155 478，750 863，905 

共 i高 組合 131，348 131，348 

そ グ〉 他 193，703 193，703 

言十 6，198，370 3，308 26，588 694，750 6，923，016 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

昭
和
町
年
度
国
保
会
計
歳
入
歳
出
最

終
予
算
額
は
、
二
十
億
二
千
三
百
八
万

七
千
円
で
、
決
算
額
は
歳
入
二
十
億
四

千
百
二
十
一
万
円
、
歳
出
二
十
億
四
百

八
万
八
千
円
と
な
り
、
実
質
収
支
(
歳

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

国民健康保険税 725，908 751，278 103.5% 36.s% 
使用料及び手数料 130 140 107.7 

国庫支出金 1，168，982 1，154，806 98.8 56.6 

県支出金 2，888 2，840 98.3 0.1 

繰 人 金 20，000 20，000 100.0 1.0 

繰 越 金 99.507 99，508 100.0 4.9 

諸 ijx 入 5，672 12，638 222.8 0.6 

歳入合計 2，023，087 2，041，210 100.9 100.0 

〈単位 :千円〉入歳

19，512千円
305千円
412千円

9，318千円

市税の内訳
〈単位

イ呆 I~食 不見イ呆F食ネ合イ寸費

入
歳
出
差
引
額
か
ら
明
許
繰
越
等
の
た

め
、
翌
年
企
皮
に
繰
越
す
べ
き
財
源
を
控

除
し
た
額
)
は
三
千
七
百
十
二
万
二
千

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

千円〉

区 分 予算額 決算額 支出割合 構成費

総 務 費 55，568 48，544 87.~ 2.4戸

保険給付費 1，890，068 1，888，628 99.9 94.2 

老人保健拠出金 40，437 39，420 97.5 2.0 

保健施設費 8，672 5，097 58.8 0.3 

:i下a、h イ責 費 1，240 288 23.2 

諸支出金 23，042 22，111 96.0 1.1 

予 備 費 4，060 

歳出合計 2，023，087 2，004，088 99.1 100.0 

〈単位出歳

(5) 
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七
十
八
万
円
)
、
導
水
管
布
設
工
事
(市

道
横
枕
4
号
線
外
一
路
線
、
延
長
三
五

六
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費
一
千
四
百
九
十

八
万
円
)
、
、
配
水
管
布
設
跡
舗
装
復
旧

四
、
三
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
五
百
六

十
五
万
円
、
水
源
及
び
配
水
池
地
内
整

備
工
事
二
百
八
十
五
万
九
千
円
を
実
施

し
ま
し
た
。

会
計
決
算
で
は
、
収
益
的
収
入
四
億

五
千
八
十
九
万
四
千
円
に
対
し
、
収
益

的
支
出
四
億
二
千
二
百
八
十
九
万
九
千

円
で
当
年
度
純
利
益
二
千

七
百
九
十
九
万
五
千
円
が

計
上
さ
れ
、
前
年
度
繰
越

利
益
剰
余
金
五
十
二
万
五

千
円
と
あ
わ
せ
て
未
処
分

利
益
剰
余
金
二
千
八
百
五

十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
町
年
度
は
、
第
3
次
拡
張
事
業

(
昭
和
日
年
度
か
ら
日
年
度
ま
で
の
叩

か
年
計
画
、
総
事
業
費
二
十
七
億
七
千

五
百
四
十
九
万
円
)
の
2
年
度
目
に
当

り
、
横
枕
浄
配
水
場
築
造
工
事
(
浄
配

水
池
|
二
池
、
点
検
室
l
一
棟
、
着
水

井
等
、
工
事
費
七
千
百
八
十
五
万
円
、

場
内
配
管
工
事
費
四
千
九
百
八
十
六
万

円
)
、
配
水
管
布
設
工
事
(
市
道
六
郎
丸

印
回
線
外
二
十
路
線
、
延
長
五
、
九
七

六

・
五
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費
九
千
四
百

O
業
務
状
況

-
給
水
人
口三

五
、
一
O
O人

・
給
水
戸
数九、

0
0
0戸

・
年
間
総
配
水
量

四
、
二
八
一

、
二
六
二
肘

.
年
間
総
給
水
量

二
、九

一二
、
五
四
二
川

.
年
間
有
効
水
量
率

七
0
・
O
七
%

〈単位千円〉

科 目 金額 手4 目 金制

営業 費 用 358，679 営業収益 448，642 

原水及び浄水費 35.831 給水収益 298.480 

配水及び給水費 65.034 受託工事収益 144.913 

受託工事費 133.132 その他営業収益 5.249 

~!，じv、‘ 係 費 81.755 営業外収益 2，252 

減価償却費 42.706 受取利子 2句 131

資産減耗費 138 制自 ~ìl. 且告主正ζ 121 

その他営業費用 83 

営業外 費 用 64，220 

支払利息 64.220 

当年度純利益 27，995 

メ仁入3 450.894 よ口λ 450.894 

57年度損益計算書〈単位千円〉

H 目 金制 科 目 金額

固定資産 1，258，633 流動負 債 164，354 

土 地 47.986 え之 払 金 153.035 

建 物 13.906 同IJ 'I 令 4.595 

構 築 物 1.15l. 668 その他流動負債 6.724 

機械及び装置 41.095 資 本 金 1，266，088 

車問iJ 運搬具 l.149 自己資本金 140.561 

工具、器具及び備品 2.778 借入資本金 1.125.527 

施設利用権 41 剰 余 金 邸，546

投 資 10 資本剰余金 40.926 

流 動 資産 257，355 利益剰余金 44司620

現金預金 179.489 

未 ~ìl. 金 68.608 

p.i' 蔵 金 4.258 

その他流動資産 5.000 

EロK l. 515.988 よ口λ l. 515.988 

57年度貸借対照表

勺・

l
i
t
i
-
--1・
1
l
i
l
i
-
-
i
i
l
E
U
J

au

一
給
水
工
事
は
指
定
脂
で

一
(

一

給
水
装
置
の
新
設

・
改
良

・
水
道

一

一
管
が
破
裂
し
た
時
な
ど
の
修
理
は
、

一

一
水
道
局
で
は
、
次
の
業
者
を
指
定
し

一

一
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

一

一
心
松
原
工

務

庖

本
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新
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宮
@
0
9
0
8

一

一
o畠
山

工

業

側

吉

島

一

一

宮
②

5
3
3
0

一

一
o陶
三
共
設
備
北
鬼
江

一

一

窓
)1
3
5
0

一

一
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一
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一
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ユ
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。
一
般
部
門

マ
派
遣
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

マ
レ
ー
シ
ア

マ
派
遣
期
間

昭
和
回
年
4
月
下
旬
か
ら
凶
日
間

マ
募
集
人
員
魚
津
市

3
名
(
男
女

問
わ
ず
)
県
内
で

ω名
(う
ち
、
身

体
障
害
者
3
名
程
度
)

マ
応
募
資
格

日
本
の
国
籍
を
有
し
、

富
山
県
に
引

き
続
き
1
年
以
上
居
住
す
る
却
歳
以
上

初
歳
未
満
の
男
女
(
昭
和
泊
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
ぬ
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

れ
た
者
)
で
身
体
強
健
で
協
調
性
に
富

み
、
帰
国
後
、
職
場
、
地
域
、
青
少
年

団
体
等
で
派
遣
の
成
果
を
生
か
し
中
堅

青
年
と
し
て
積
極
的
な
活
動
が
期
待
ぞ

き
る
者
。

欠
格
者
は
、
固
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
で
行
っ
た
事
業
に
参
加
し
て
海
外
渡

航
し
た
者
、
大
学
生
、
高
等
専
門
学
校

に
存
学
中
の
卓
句

マ
経
費
(
本
人
負
担
)
約
幻
万
円
及
び

事
前
研
修
の
食
事
代
、
旅
券
取
得
な

ど
に
要
す
る
経
費

。
農
業
部
門

マ
派
遣
先

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

(カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
)
カ
ナ
ダ

マ
派
遣
期
間

昭
和
問
年
7
月
下
旬
か
ら
げ
日
間

マ
募
集
人
員
県
内
で
初
名
(
う
ち
、

農
業
高
校
生
・
短
期
大
学
生
3
名

程
度
)

マ
応
募
資
格

主
と
し
て
農
業
に
従
事
す
る
者
ま
た

は
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
農
業
団
体
に

勤
務
す
る
者
で
却
歳
以
上
お
歳
未
満
の

男
子

(
昭
和
M
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

ぬ
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
)

(
そ
の
他
一
般
部
門
と
同
じ
)

マ
経
費
(
本
人
負
担
)
約
お
万
円
及
び

事
前
研
修
の
食
事
代
、
旅
券
取
得
な

ど
に
要
す
る
経
費

マ
募
集
期
間

一
般
部
門

・
農
業
部
門
い
ず
れ
も

昭
和
白
年
1
月
4
日
か
ら
1
月
比

日
ま
で
。

※
一
般
部
門
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
者
で
、
障
害
の
程

度
が
1
1
3
級
と
判
定
さ
れ
た
者
の
う

ち
、
食
事
、
衣
服
の
着
脱
、
用
便
が
自

力
で
で
き
る
者
も
県
内
で
3
名
程
度
募

集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(内
線
3
0
8
)

少
年
た
ち
が
自
ら
の
役
割
と
責
任

を
自
覚
し
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
情

操
を
培
い
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の

願
い
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て

も
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
っ
て
努

力
し
て
い
ま
す
。

V
最
近
の
街
頭
補
導
の
記
録
の
中
か

ら
目
に
つ
く
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、

一
、
ゲ
1
ム
場
で
は

・
補
導
員
の
声
か
け
を
す
な
お
に
聞

か
な
い
で
反
発
す
る
子
供
が
多
い
。

・
親
子
連
れ
の
と
き
な
ど
、
親
が
反

論
す
る
場
合
が
あ
る
。

-
大
勢
も
り
上
が
っ
て
い
る
と
き
な
ど

は
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。

.
昨
年
よ
り
人
数
が
増
え
て
い
る
。

-
女
子
中
学
生
の
数
も
増
え
て
き
た
。

二
、
自
転
車
通
行
で
は

マ
派
遣
先

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

デ
ン
マ
ー
ク
王
国

昭
和
的
年
5
月
下
旬
か

ら
ロ
日
間

魚
津
市

1
名

(県
内

で
お
名
)

マ
参
加
資
格
等

・
昭
和
的
年
4
月
1
日
現
在
で
却
歳

以
上
回
歳
未
満
の
有

・
婦
人
の
地
位
向
上
や
地
域
社
会
の

た
め
に
、
地
域
・
職
場
・
団
体
等

で
積
極
的
な
活
動
を
し
て
お
り
、

マ
派
遣
期
間

マ
募
集
人
員

補導員パッチ

-
か
さ
さ
し
運
転
が
多
い。

・
二
人
乗
り
で
平
気
で
い
る
。

・
右
側
を
平
気
で
自
転
車
に
乗
っ

て
い

る
者
が
い
る
。

・
並
ん
で
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
者
が

い
る
。

・
自
転
車
の
無
灯
火
が
多
い
。

三
、
そ
の
他
で
は
、

・
庖
へ

は
い
る
と
き
、
庖
頭
で
の
自
転

車
の
置
き
方
が
乱
雑
で
あ
る
。

・
女
子
生
徒
の
喫
煙
。

V
警
察
の
婦
人
補
導
員
よ
り
聞
い
た

「憂
慮
に
堪
え
な
い
話
題
」
の
中
か
ら
拾

っ
て
み
る
と

・
学
業
を
な
ま
け
て
日
中
で
あ
る
く
者

が
い
る
。

-
タ
バ
コ
を
吸
う
少
年
少
女
が
い
る
。

帰
国
後
は
研
修
の
成
果
を
広
く
県

内
婦
人
に
還
元
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
牟
句

マ
経
費
(
本
人
負
担
額
)
約
問
万
円

こ
の
ほ
か
、
事
前
研
修
の
食
事
代

及
び
於
券
取
得
な
ど
に
要
す
る
経

費
は
本
人
負
担
。

マ
募
集
期
間
昭
和
白
年
1
月
4
日
か

ら
1
月
初
日
ま
で
。

申
し
込
み
書
類
の
用
紙
は
、
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
、
四

百
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
程
度
の
小
論
文

(テ
l
マ

H

派
遣
国
で
何
を
学
び
、
そ

の
成
果
を
今
後
の
活
動
に
ど
う
生
か
す

か
し
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。-マ

ニ
ュ
キ
ア
な
ど
化
粧
し
て
で
あ

る
く
生
徒
が
い
る
。

-
派
手
な
服
装
で
外
出
し
て
い
る
も

の
が
多
い
。

・夜
遊
び
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
い
る

0

・
小
・
中
学
生
の
ゲ
l
ム
場
へ
の
出

入
り
が
頻
繁
で
あ
る
。

-
集
団
で
計
画
的
な
万
引
き
が
あ
る
。

冬
休
み
に
は
い
り
、
子
供
た
ち
の
市

街
地
へ
の
で
あ
る
き
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
市
の
補
導
員
と

し
て
も
、
愛
の
声
か
け
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
地
域
あ
げ
て
愛
の
声

か
け
運
動
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
、
未
来
を
背
負
う
青
少

年
の
健
全
育
成
を
願
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

(7) 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
し
て
初
歳
を
迎
え
る
あ
な
た
に

あなたと市政をむすぷ

夢
と
希
望
に
限
り
な
い
可
能
性
を
秘

め
た
二
十
歳
の
皆
さ
ん
、
社
会
的
に
多

く
の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。
国

民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の
一
つ
で

す。
え
っ
、
も
う
年
金
の
話
!
?

と
言
う

ま
え
に
、
少
し
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
、
職
場
の
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま

で
の
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
人
を

対
象
と
し
た
年
金
制
度
で
す
。

加
入
し
て
、
ニ
疋
期
間
保
険
料
を
完

納
し
て
い
れ
ば
、
老
後
の
保
障
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
万
一
の
事
故
や
病
気
に

よ
っ
て
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
に
不

幸
が
あ
っ
て
母
子
世
帯
に
な
っ
た
り
し

た
と
き
、
生
涯
を
障
害
年
金
や
母
子
年

金
で
保
障
さ
れ
ま
す
。
職
場
が
変
わ
れ

ば
、
ほ
か
の
年
金
に
通
算
さ
れ
て
掛
け

た
保
険
料
は
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
、
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
保
障
を

確
実
に
し
、
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

民
年 加
金入
係の
へ届 ー
ど出 T

うは
ぞ
。市

役*

市
民
課
国

、.J
E
p
e
A
N
I
l
-
-
-
-
-

λ
2歳
伽
川
W
胃

h
p
v

昨
年
の
ロ
月
で
二
十
歳
に
な
り
ま
し

た
。
成
人
式
を
前
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
国
民
年
金
に
も
加
入
し
ま
し
た
。

(
と
は
言
う
も
の
の
、
手
続
き
は
父
が

し
た
の
で
す
が
・・・
・・・・
・・
)

保
険
料
は
便
利
な
口
座
振
替
を
利
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
年
金
に
加
入

し
て
初
め
て
年
金
制
度
を
勉
強
し
、
大

人
と
し
て
の
責
任
と
義
務
を
自
覚
し
ま

し
た
。し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
二
十
歳
に
な
っ

た
ば
か
り
の
ヤ
ン
グ
、
畳
は
服
飾
学
院

で
技
術
を
み
が
き
、
夜
は
テ
ニ
ス
教
室

・
水
泳
教
室
で
青
春
を
謡
歌
し
て
い
ま

す
。
若
い
う
ち
に
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

@民年金

保養センター

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
は
現
在
全
部
で
お
か
所
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
全
国
各
地
の
豊
か
な
自

然
、
す
ぐ
れ
た
眺
望
、
静
か
な
環
境
を
備
え
た
景
勝
地
の

中
か
ら
、
交
通
の
使
も
考
え
て
選
び
だ
し
て
あ
り
ま
す
。

温
泉

・
ハ
イ
キ
ン
グ

・
ス
キ

l
・
海
水
浴

・
名
所
旧
跡

の
探
勝
か
ら
、
郷
土
色
豊
か
な
芸
術
品
の
観
賞
、
あ
る
い

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
海
の
幸
、
山
の
幸
な
ど
各
地
域

・
各
施
設
の
特
色
を
慌
り
込
み
、
安
い
料
金
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
加
入
者
な
ど
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
家
放
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
旅
行
に
、

ま
た
各
種
会
合
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
ご
利
用
の
方
は
、
施
設
あ
て
直
接
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い

0

・
宿
泊
料
金
は
、

一
泊
二
食
付
三
五

O
O円
1
六

0
0
0

円
松
度
(
税

・
サ
ー
ビ
ス
料
込
)
で
、
被
保
険
者

・
年

金
受
給
権
者
と
一
般
に
は
多
少
の
差
が
あ
り
ま
す
。

(8) 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
月
は
栄
養
知
識
、
一
口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か

今
話
題
の

ビ
タ
ミ
ン

E
の

効
用
は

?

ビ
タ
ミ
ン
E
と
い
え
ば
一
九
二
二
年

の
発
見
以
来
抗
不
妊
性
因
子
と
い
わ
れ
、

妊
娠

・
出
産
と
関
係
深
い
ビ
タ
ミ
ン
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
は
こ
の
ビ
タ
ミ
ン

E
の
働
き
と
し
て
抗
酸
化
作
用
が
栄
養

学
の
上
で
急
に
話
題
に
な
り
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
植
物
油
な
ど
に
多
く
含
む
不

飽
和
脂
肪
酸
は
酸
化
さ
れ
や
す
く
、
酸

化
す
る
と
過
酸
化
脂
質
を
生
じ
ま
す
。

こ
れ
は
体
の
中
に
入
っ
て
も
同
じ
こ

と
で
、
不
飽
和
脂
肪
酸
を
と
り
す
ぎ
る

と
腸
管
内
や
細
胞
内
で
酸
化
分
解
す
る

と
過
酸
化
脂
質
が
で
き
や
す
く
な
り
ま

す。
こ
の
過
酸
化
脂
質
は
細
胞
の
老
化
を

早
め
、
老
化
現
象
を
促
進
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

E
が
十
分
あ

る
と
酸
素
と
結
合
し
て
不
飽
和
脂
肪
酸

が
酸
化
す
る
の
を
防
止
す
る
働
き
が
あ

る
た
め
ビ
タ
ミ
ン

E
は
若
返
り
の
ビ
タ

ミ
ン
と
か
、
錆
止
め
の
ビ
タ
ミ
ン
と
さ

え
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
身
近
な
こ
と
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン

E
が
欠
乏
し
て
過
酸
化
脂
質
が
出
来
ま

す
と
、
シ
ミ
や
顔
面
黒
皮
症
を
起
こ
し

た
り
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

E
が
不
足
す

る
と
寒
い
季
節
に
は
皮
膚
の
寒
さ
に
対

す
る
抵
抗
力
が
落
ち
、
し
も
や
け
に
な

っ
た
り
、
手
足
が
し
び
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ビ
タ
ミ
ン
E

は
末
梢
神
経
を
拡
張
し
、
血
液
循
環
を

よ
く
す
る
働
き
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
す
。

最
近
、
精
製
し
た
植
物
性
の
油
の
と

り
方
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
の
で
ビ

タ
ミ
ン

E
の
必
要
性
が
増
加
し
て
い
ま

す。
ビ
タ
ミ
ン
E
を
含
む
食
品
と
し
て
は
、

天
然
の
植
物
の
種
子
・
レ
バ
1

牛
肉
、

豚
肉

・
ベ
ー
コ
ン

・
タ
ラ
な
ど
の
魚

・

オ
ー
ト
ミ
ー
ル

・
腔
芽
米

・
卵
な
ど
で

す
。
最
近
小
麦
腔
芽
油
に
含
亘
の
ビ
タ

ミ
ン

E
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

健
康
食
品
の
名
の
も
と
に
カ
プ
セ
ル
入

り
の
も
の
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
薬
物
的
な
効
果
を
期
待
し
て
の

も
の
で
す
が
、
や
は
り
食
事
を
中
心
と

し
た
ビ
タ
ミ
ン
E
の
摂
取
を
考
え
た
い

も
の
で
す
。

白
岡
岡
剛
〉

お
む
つ
か
ぶ
れ

普
通
、
お
む
つ
か
ぶ
れ
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
は
ア
ン
モ
ニ
ア
皮
膚
炎
が
多

い
の
で
す
が
、
最
近
は
皮
膚
カ
ン
ジ
ダ

症
も
増
え
て
い
ま
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
皮
膚
炎
は
赤
ち
ゃ
ん
の

便
の
中
の
細
菌
が
、
お
し
つ
こ
の
成
分

(
尿
素
)
を
分
解
し
て
作
っ
た
ア
ン
モ

ニ
ア
が
原
因
で
す
。
こ
の
ア
ン
モ
ニ
ア

が
皮
膚
を
刺
激
し
て
赤
く
た
だ
れ
る
も

の
で
、
防
ぐ
に
は
お
む
つ
を
ひ
ん
ぱ
ん

に
交
換
し
、
入
浴
を
さ
せ
て
清
潔
ち
し

て
お
く
こ
と
。
お
む
つ
は
よ
く
乾
い
た

柔
ら
か
い
も
の
を
使
う
こ
と
。

皮
膚
カ
ン
ジ
ダ
症
は
カ
ビ
の
一
種
、

カ
ン
ジ
ダ
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
、

よ
く
見
る
と
ボ
ツ
ボ
ツ
と
小
さ
な
赤
い

班
点
が
あ
っ
た
り
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
よ

う
な
皮
の
は
が
れ
た
も
の
が
つ
い
て
い

た
り
す
る
の
で
す
が
、
外
見
だ
け
で
は

ア
ン
モ
ニ
ア
皮
膚
炎
と
区
別
し
に
く
い

も
の
で
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
皮
膚
炎
用
の
薬
を
カ
ン

ジ
ダ
症
に
つ
け
る
と
、
い
っ
そ
う
ひ
ど

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
師
に
調
べ

て
も
ら
え
ば
カ
ン
ジ
ダ
症
は
す
ぐ
わ
か

り
ま
す
か
ら
、
外
用
薬
は
検
査
を
受
け

て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

。
恐
ろ
し
い
一
酸
化
炭
素
中
毒
。

冬
、
閉
め
切
っ
た
部
屋
で
暖
房
器
具

な
ど
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
っ
て
、
一
酸

化
炭
素
ム
虫
毒
を
起
こ
し
ゃ
す
い
。

一
酸
化
炭
素
は
、
吸
い
こ
ま
れ
る
と

血
液
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
、
酸
素
の
捌

倍
の
強
さ
で
結
合
し
、
酸
素
を
運
ぶ
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
の
本
来
の
機
能
を
う
ば
い

ま
す
。
そ
の
た
め
体
内
の
各
組
織
は
酸

欠
状
態
に
な
り
、
と
く
に
酸
素
を
多
く

消
費
す
る
脳
は
、
短
時
間
で
も
重
大
な

障
害
を
受
け
ま
す
。

①
ガ
ス
器
具
の
ガ
ス
も
れ
の
チ
ェ
ッ
ク

を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な

ど
完
全
燃
焼
し
て
い
る
か
ど
う
か
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
閉
め
切
っ
た
部
屋
は
必
ず
と
き
ど
き

窓
を
開
け
て
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

。
子
ど
も
に
多
い
、
や
け
ど
。

家
庭
内
の
や
け
ど
で
い
ち
ば
ん
多
い

の
は
、
親
の
不
注
意
に
よ
る
乳
幼
児
の

や
け
ど
で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
の
や
か

ん
や
ポ
ッ
ト
の
お
湯
、
熱
い
み
そ
汁
な

ど
を
か
ぶ
っ
た
り
す
る
の
は
親
の
注
意

で
防
げ
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る

家
庭
で
は
、
熱
い
も
の
は
子
ど
も
の
手

の
届
か
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
た
い
も

の
で
す
。
ま
た
幼
児
な
ど
は
熱
い
浴
槽

に
落
ち
る
と
か
、
火
遊
び
な
ど
も
最
近

の
衣
服
は
化
学
繊
維
の
も
の
が
多
い
の

で
危
険
で
す
。
大
人
の
や
け
ど
で
は
、

主
婦
の
台
所
で
の
事
故
が
多
い
の
で
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

や
け
ど
し
た
と
こ
ろ
を
す
ぐ
に
冷
水

で
冷
や
し
ま
す
。
早
く
水
を
か
け
る
こ

と
が
痛
み
を
と
り
、
や
け
ど
を
深
く
し

な
い
最
も
よ
い
方
法
で
す
。
水
道
水
で

日

l
m分
冷
や
し
ま
す
。
軽
い
や
け
ど

は
冷
や
す
だ
け
で
な
お
り
ま
す
。
冷
や

し
た
後
で
水
ぶ
く
れ
や
皮
が
む
け
て
い

る
時
は
清
潔
な
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
あ
て
、

病
院
で
手
当
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
チ
ン

ク
油
や
油
を
ぬ
る
の
は
、
か
え
っ
て
細

菌
感
染
を
起
こ
し
ゃ
す
く
す
る
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

。
モ
チ
が
の
ど
に
つ
つ
か
え
た
/
。

お
正
月
の
時
期
か
ら
モ
チ
を
食
べ
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
老
人
や

こ
ど
も
に
多
く
、
富
恵
死
す
る
危
険
も

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

指
を
グ
ッ
ト
つ
っ
こ
ん
で
早
く
幅
か

せ
る
か
、
電
気
掃
除
機
の
先
の
細
い
器

具
を
使
っ
て
、
早
く
吸
い
取
る
方
法
も

良
い
よ
う
で
す
。

(9) 
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哀?
百

第
四
国
魚
津
市

新
年
水
泳
フ
ェ
ス

-Z.パ
ル

ス
イ
マ
!
の
年
の
始
め
の
お
祭
り
を

次
の
よ
う
に
催
し
ま
す
。
(
市
水
泳
協
会

、
王
位
自
)

未
就
学
児
か
ら
年
輩
者
ま
で
の
種
目

が
あ
っ
て
、
多
く
の
参
加
賞
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
市
室
内
温
水
プ
ー
ル
で
家
族

ぐ
る
み
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

マ

と

き

1
月
8
日
目

9
時
i
M
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
室
内
温
水
プ

ー

l
I
ν

マ

種

目

年

齢

別
、
ビ

l
ト
板

レ
ー
ス
、
潜
水
レ
ー

ス
、
競
泳
、
興
味
レ

ー
ス
等

マ
参
加
資
格
参
加
無
料
。
平
素

プ
ー
ル
利
用
者
及
び

市
民

当
日
受
付
も
可

マ
申
込
み
先
市
室
内
温
水
プ
|

ル

E
n
-
-
2
6
3

講
師

池
田
高
校
野
球
部
監
督

魚
津
市
体
育
協
会
及
び
市
教
育
委

員
会
で
は
、
次
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

当
市
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
年
々
盛
ん
に
な
り
、
今
や

県
下
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
に

な
る
勢
い
で
す
が
、
反
面
、
競
技
レ

ベ
ル
は
、
も
う
一
歩
お
よ
び
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
記
憶
に
ま
だ
新
し
い
あ
の

池
田
高
校
野
球
部
監
督
・蔦
文
也
先

生
を
お
招
き
し
、
選
手
育
成
の
秘
訣

や
、
経
験
談
な
ど
、
興
味
深
い
話
が

沢
山
聴
講
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
方
、
そ

蔦

文

也

氏

1
月
日
日
〈
成
人
の
日
〉
市
民
会
館

れ
以
外
の
方
々
で
も
、
ど
う
ぞ
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
多
数
の
お
い

で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

1
月
日
日
開
午
後
6
時

と
こ
ろ

市
民
会
館

対
象

市
民
全
般(

老
若
男
女
不
問
)

演
題

「
た
か
が
野
球
さ
れ
ど
野
球
」

主
催

魚
津
市
体
育
協
会

g
n
|
1
2
6
3
 

市
教
育
委
員
会
(体
育
課
)

E
n
|
2
2
0
0
内
線
別

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整

理
券
易
必
要
と
し
ま
す
か
ら
、
右
記

の
と
こ
ろ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
ス
キ
l
シ
ー
ズ
ン
到

来
/寒

い
冬
に
、
思
い
つ
き
り
厳
冬

の
大
自
然
に
飛
び
込
み
、
心
身
を

鍛
え
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過

ご
す
た
め
に
も
、
s
k
I
は
最
適

の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

次
の
よ
う
に
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

l
及
び
歩
く
ス
キ
ー
を
企
画
し
ま

し
た
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
い
ず

れ
も
専
門
指
導
員
が
つ
き
ま
す
。

。。

じミ;:A コース B コ ー ス Cコース 主国鉄催魚事津駅業

期 日 1月22日(日) 1月29日(日) 3月2日幽~ 2月17日樹~
3月4日{日) 2月19日(日}

会場 大谷スキー場 白馬 ・乗鞍場国 志賀高原スキ
首場スキー場際スキー 一場

参対象加者 市〈小民学全生般以上〉
一般男女 ・貌

一般男女〈グループ可能〉
子

募集人数 50名 80名 80名 210名

大人 500円
綾子 5，000円

<2人l組〉大人 大人
参加費用 中学生以下 大中学人生3以，00下0問 15，000円 21，000円

300円
2.500円

受付 8:30- 市役所前集合 〈市3月役2所日集〉会 <2月17日〉
魚i掌駅集合

日 程 (2L一場)

6: 15 19:00 22:00 
市役所着 <3月4日〉 <2月19日〉

18:30 
市役所着 魚津駅務

20:30 20:30 

-雪不足の場合 -申込み者が極端に少ない場

1;1: 2月12日lこ 合は、中止することがあり

順延します。 ます。

その他 その後は中止。
. ~韓習希望及び自由滑走は自
由に選んでください。

-スキーは各自 -定貝になり次第締切ります。
で持参くださ -道路状況等により復路の時
L、。 間が遅れることもあります。

締申込み 1月20日幽ま 1月258附ま 2月25日仕)ま
切目 で で で

魚津教津〈釈市市室湛教体係堂育育〈1委協本1員会江0会3(低31体1〉金1育〉体2諜育2市2館民内2ス2)宮0市キ0内教線室3係
国鉄魚津駅旅

申込み先
10 

行センター魚 民スキー
22-1263 ft24-1456 

アルペンスキー日程及び内容

回イベントの内容 開催地 期日 集合時間 集 合 場 所 摘 要

クロカンで山の
字奈月町 黒部市 クロカンツーリ

l 神社に初詣をし
下立金比羅杜

1/l(日) 7:00 
市民会館前

ング往復コー

ょう ス約 4km 

クロカ ンス キー
魚津市吉岡グ 魚津市総合 歩き方のイロハ

2 の基礎技術をマ 2/5(日) 8:30 
体育館前

から応用技術ま

スターしよう
ラウンド

で

クロカンで雪の 入善 町 入善町 入善町教委と共
3 2/19(日) 8:30 催周遊コ ース

棚山を歩こう 舟見→羽入 役場前 約 8km 

かんじきで雪の 婦負郡細入村 大沢野町 かんじきハイク

4 3/4(日) 8:30 笹津山・標高550
野山を歩こう 笹津山 役場前

汀1

クロカンで赤瀬
魚津市・ 黒部 魚津市総合

ハ欄往ソー良復ド山リクン(8ログ24カm赤ン) 5 良山に登ってみ
市赤瀬良山

3/11(日) 7:00 

ょう
体育館前

ク.ロカンで雪の
上 市町 上市町 ハードクロカン

6 ノ〈ンノ〈島をたず
ノ〈ンノ〈島

4/8(日) 7:00 ツーリング往

ねよう
役場前 復コース約15km

クロカンで立山
中部山岳国立 ハードクロカン

7 弥陀ヶ原を駆け 5/13(日) 7:30 地鉄立山駅 ツーリング周

ょう
公園立山 遊コース約8km

歩くスキー日程及び内容

※豪雪 ・雪不足等で開催地、コースを変更することがあります。

*日 程 受付→説明→準備→基本練習→スキーハイキング→反省

会→解散といった順序で、解散は 15:00ごろです。途中

で交歓会、自然 ・歴史などの講話 小レースなどの催物

が入ることもあります。

クロカン用スキー用具一式(通常のスキー用具は不可)、

防寒具、帽子、手袋、ナ ップザック、汗ふき、サングラ

ス、弁当、間食、飲料、服装は自由(運動しやすいもの)

クロカン用スキー用具のない方に貸スキーがあります。

一日一式 1，500円(第 4回の場合、貸かんじきあり500円)

実費(輸送費、傷害保険料など一回平均 500円)

年齢 ・性別 ・経験不問(ただし、小学生は除<) 

定員なし。実施前日まで受付けます。

干937魚津市友道1305-1佐伯邦夫方 TEL.0765・22・3971

ロ
岡田

実参加 費

*参加・申込

*申込み先

行

*貸スキー

*携
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2
月
5
日
制

午
前
8
時
却
分
か
ら

大
谷
ス
キ
l
場

ス
ラ
ロ
ー
ム
(
回
転
競
技
)

O
小
学
校
の
部

・
学
校
対
抗
団
体
戦

・
個
人
戦
・:
低
学
年
の
部

(男
・女
)
(
4
年
生
ま
で
)

・・
・高
学
年
の
部

(5
・
6
年
生
)

O
中
学
校
の
部
(
男
・女
)

O
高
校
の
部
(
男
・女
)

o
一
般
の
部
(男
・女
)

O
壮

年

の

部
(男
)
お
歳

以
上

マ
申
込
み
方
法

1
月
お
日
附
ま
で
市

教
委
体
育
課
ま
た
は
総
合
体

育
館
へ
・
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ

日

程

8
時
初
分
受
付

9
時
初
分
開
会
式

・小
学
校
(
低
)
男
女

・小
学
校
(
高
)
男
子
(一
本
目
)

・小
学
校
女
子

・中
学
校
女
子

・
一
般
高
校
女
子

・小
学
校
(高
)男
子
(二本
目
)

・中
学
校
男
子
(一
本
目
)

・高
校
男
子
(
一本
目
)

二

般
壮
年
男
子
(一
本
目
)

・中
学
男
子
(
二本
目
)

・高
校
一
般

・
壮
年

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ

種

目

マ
種

別

12 
時

14 
時

男
子
(二本
目

日
時
初
分
表

彰

式

同

時

閉

会

式

第

8
回
魚
津
市
民

卓
球
大
会
の
開
催

マ
と

き

1
月
却
日
制

午
前
8
時
初
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
総
合
体
育
館
(大
体
育
室
)

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
及
び
通
勤

通
学
者
の
小
学
生
か
ら
壮

年
ま
で
。

マ
種

別

〈団
体
戦
〉

・
各
地
区
対
抗
戦

〈個
人
戦
〉

-
小
学
校
の
部
(男
・女
)

.
中
学
校
の
部
(男
・女
)

・
高

校

の

部
(男
・女
)

・
一

般
の
部
(男
・女
)

・
壮

年

の
部
(男
・女
)

ω歳
以
上

マ
申
込
み
方
法

1
月
M
日

ωま
で
総

合
体
育
館
へ
申
込
み
く
だ

さ
い
。

@六
O
歳
に
達
す
る
前
月
ま
で
に
保
険

料
を
初
年
以
上
納
付
で
き
る
人
。

O
個
別
の
加
入
資
格
要
件

※
当
然
加
入
被
保
険
者
の
場
合

自
分
名
義
の
農
地
等
の
面
積
が
印
ア

一心嚢

繍

別

総

区

域

紛

一分

の

一一

一一一一一…一一一

一除

外

常

識

…受

付

一一一

一二一一一一
子

耳

打

濁

が

、桜
町一一一

市
で
は
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を

つ
く
っ
て
農
用
地
の
利
用
計
画
を
進
め

て
き
て
い
ま
す
が
、
農
地
を
所
有
し
て

い
る
方
で
や
む
を
得
ず
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

1
、
農
地
転
用
基
準
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
。
(
優
良
農
地
は
不
可
)

2
、
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団
性

が
保
た
れ
る
こ
と
。(
田
ぽ
の
真
中
は

不
可
)

3
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
で
、
土
地
基

盤
整
備
を
計
画
中
の
も
の
や
実
施
中

の
も
の
及
び
事
業
が
完
了
し
て
8
年

を
経
過
し
て
い
な
い
農
地
で
な
い
こ

と
。

な
お
農
用
地
か
ら
の
除
外
地
で
な
い

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

加
入
で
き
る
人
は

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
に
は
、

①
法
律
上
当
然
に
加
入
で
き
る
当
然

一
加
入
被
保
険
者
と

一
②
本
人
の
加
入
の
申
し
出
に
よ
り
加

一

入
で
き
る
任
意
加
入
被
保
険
者
と

一

が
あ
り
ま
す
。

一
0
共
通
の
加
入
資
格
要
件

一
@
国
民
年
金
の
加
入
有

ri
 

と
農
地
転
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

マ
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付
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間

1
月
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日
i
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月
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日

マ
提
出
先
市
役
所
農
政
課

マ
添
付
書
類
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謄
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ω申
請
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の
配
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図

ω土
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改
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区
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同
意
書

附
そ
の
ほ
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書
類

マ
申
請
用
紙
農
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課
に
あ
り
ま
す
。

申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
事
情
を
き
き

た
い
の
で
、
市
役
所
農
政
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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学
一一一一一
一

農
業
委
員
会
で
は
、
農
用
地
高
度
利

用
促
進
事
業
に
よ
り
、
農
地
の
貸
し
手

農
家
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
農
用
地
の
有
効
利
用
と
あ
わ
せ

て
地
域
に
し
っ
か
り
と
し
た
農
業
生
産

の
中
核
的
担
い
手
農
家
を
育
成
し
て
い

ま
す
。

安
心
し
て
貸
せ
る
借
れ
る
農
用
地
利

用
増
進
法
に
よ
る
農
地
の
貸
借
契
約
を

ー
し
ま
AV
--
v

よ、っ
。

貸
し
主
、
借
り
主
の
個
人
契
約
を
農

業
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
、
市
長
が
公

告
す
る
こ
と
に
よ
り
法
的
に
も
通
用
す

る
契
約
が
成
立
し
ま
す
。(
農
地
法
の
い

ろ
ん
な
制
限
に
と
ら
わ
れ
な
い
貸
借
契

約
)
奨
励
金
は
、
今
回
が
最
後
で
す
の

で
こ
の
機
会
に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委
員
会
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
し
手
農
家
叩
ア
ー
ル
当
り

奨

励

金

額

一
O
、
0
0
0
円

一O
、
0
0
0
円

ニ
O
、
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0
円

ー
ル
以
上
あ
る
農
業
経
営
主
。

※
任
意
加
入
被
保
険
者
の
場
合

③
自
分
名
義
の
農
地
等
の
面
積
が
初

ア
ー
ル
以
上
回
ア
ー
ル
未
満
の
農

業
経
営
主
。

⑤
自
分
名
義
の
農
地
等
の
面
積
が
印

ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
農

業
後
継
者
。

農
業
者
年
金
は
早
く
加
入
す
る
と
そ

れ
だ
け
有
利
で
す
の
で
該
当
の
方
は

農
業
委
員
会
(内
線
2
8
3
)
又
は
農

協
で
加
入
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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砂本江校下民生委員協議会

石川洋子印田1225 ⑫1859 石垣新区，印田区

笠木昌雄本江元町2578 ⑫2452 本江元町区，本江l区
長田義則三回316 @0668 三田1区， 2区， 3区
広田半一郎鴨川町2-18 @1386 本江2区，3区，本江会館通り区
中本 秋男友道966 ⑫1624 友道I区、友栄町区、友道本町区
五十嵐嘉治本江1463-10 ⑫0558 友道2区， 3区， 4区
七沢尚子友道2218-9 @3577 友道5区，友道幸町区

長谷河長作大光寺2265 ②1151 大光寺2区， 3区， 4区
金三津貢 大光寺1612-1②3652 大光寺l区，老人ホーム区

久津谷正子 本江新町9-8 ②3582 本江新町l区，2区，3区，4区，小坂区

松田 栄明 新金屋2ー10-16②0641 新金屋l区，2区，東栄町区、母子寮区

米山要次郎新金屋1-2-22②0874 新金屋3区，並木町区

砂片貝校下民生委員協議会

谷口岩次郎平沢1254 @8746 平沢2区，黒谷l区
竹山富美枝黒谷849 @8756 山女1区， 2区，黒谷2区
宗隆美則島尻3209 @8612 島尻1区， 2区，3区，大菅招区
巌寺きみ東城2211-1 @8844 東城1区，2区

中本 清吉道坂275 @8403 道坂区，貝田新区

砂吉島校下民生委員協議会(加積)

広瀬義雄横枕892 @7103 横枕区，袋区

水口一雄六郎丸1438 ②2264 六郎丸3区，4区，5区，晴海ヶ丘区
越 とめ吉島285 ②1635 吉島6区， 7区
西浦敏江吉 島 新 町3820-89②1420 吉島新町区

堀内静子六郎丸4513-1②4816 吉島市営住宅区

前田善次吉島1106 @5513 吉島8区，高校前住宅区

畠山義雄相木19 ②3923 相木l区，2区，労災病院区

中村 久男 上村木2-11-18②3432 上村木10区，11区，宮の下区

西田 幸子 上村木1-17-5⑫2277 上村木121l131l吉蹴認，製何祉担

砂道下校下民生委員協議会

長谷川修正岡経団168 @1598 岡仏国区，鵬区小川田市営住宅区

谷美津子仏国2331 @0099 仏国区，仏又区，青島l区，下道区
犬田竹雄青島678

@0563 開北中設区，t荒M磯区J，北崎中新区区. 
寺田義一北中835 @4080 
本元カズヱ本新町805 @2352 本新区

大島 作吉島1ー2ー21 ②3760 釈迦堂区

立 茂盛 高畠1585-21 @3108 高高区，北鬼江l区

大崎 毅北鬼江2323 ⑫6676 北鬼江2区，3区，道下住宅区

砂経田校下民生委員協議会

西尾源二江口274 @1702 江口区，新江口区

中村健治西尾崎54 @5322 持光寺区，西尾崎区，立石区

城山富貴子持光寺323 @3732 平伝寺2区，西川原住宅区

沢田ちゃ平伝寺317 @0688 平伝寺l区，泉町区

野村輝雄経団西町5-2 ②4448 表向区，栄町区

岡田覚ー経由西町11-46⑫3573 上坂の下1区，2区
浜本マツエ 経田中町2-51⑫6689 地方2区，地方元町区

高瀬義則寿町2-13 @4152 寿町区

浜田俊男東町6-24 @0054 旭町区

高瀬栄嗣康東町7-38 @2861 港町区

田中初枝経田中町11-27@1344 入船区，向町区

高松好子 浜 経 団17 @4315 地方1区，天王市営住宅区

砂吉島校下民生委員協議会(天神)

中島祐 子東山515 @8871 東山区，青柳区

武田広一天神町'新136 @7965 天神野新1区， 2区
沢田安重東尾崎721 @7148 東尾崎区

関口 邦彦木下新6676ー1@7926 木下新区

砂商布施校下民生委員協議会

山林ふみ黒沢1204 @7441 大沢区，黒沢区

畠山寛禅小川寺2934 @7317 小川寺l区，2区，日尾区，御影区

元野行雄長引野10 @7469 長引野l区， 2区

吉崎一雄布施爪929 @7510 布施爪区

高島栄太郎蛇田4797 @7506 蛇回1区， 2区

あなたと市政をむすぷ 広報うおづ 昭和59年 1月1日発行

昨年12月1日付で，次の新しい民生・児童委員がきまりました。

民生 ・児童委員は，それぞれの地域で，低所得者の自立更生

の援護や，老人，心身障害者(児)，母子世帯の福祉向上等の相

談，福祉施策への協力と，社会奉仕の精神で自主的活動により，

社会福祉の増進に努めていただく大切な役割をもった方々であ

ります。今後のご活躍をお願いしましょう 。

砂大町校下民生委員協議会

会長 山西正男

副会長 稲垣文雄

11 海野清盛

谷川 寛俊 真成寺町4-6 ⑫2268 真成寺区，.耳指区，刺、路区，荒町区

瓜生 玄昭 本町2-10-11⑫0267 寺町区，下新l区，2区，3区，元町区
横山瑞枝文化町2-13 @3230 文化町1区
寺島京子文化町6-11 ⑫3347 文化町2区，川原町区

稲垣文雄新宿11-4 @0544 新宿l区，2区， 3区
小栗好子本町1-2-27 ⑫6278 馬出区，大町区

四十内松栄 本町1-11ー15⑫0182 明理区，新道区，臼屋区

慶野文子 、新角川l一7-33@0187 岡町区，新町l区， 2区
武隈博信新角1111-9ー21②1275 角川区，橋場区，八代区

奥村信子新角川2-7-7@4595 紺屋区，八幡区

寺崎ヨシ上口2-16-8 ⑫5618 上町1区， 2区
石崎平兵衛上口2-16-14@0316 南町1区，2区， 3区

岩城玉子新住吉3948-1⑫5483 三ケ町区，住吉町区

砂村木校下民生委員協議会

桝崎 民中央通り2-3-18⑫0399 金屋1区， 2区，鴨川町

加藤義明中央通り 1-7-11⑫1345 神明1区， 2区
山本初子金浦町2-1 ⑫2663 金浦区，火の宮区

猟場政治諏訪町14-8 ⑫1075 諏訪町l区， 2区， 3区
谷口善博諏訪町13-17 ⑫1038 諏訪町4区， 5区，港区

稲葉清吉末広町8ー7 ⑫0483 村木10区，11区， 16区
住吉智恵子末広町10-17 ②3906 村木12区， 13区， 14区
笹木孫吉火の宮町19-2@0074 村木15区， 17区
加藤英子駅前新町2-2 ②3910 村木9区，駅前新町区

砂住吉校下民生委員協議会

山西正男慶野138 @5411 慶野区

後藤作治団地方1 @8329 住吉1区， 2区
寺田弥太郎住吉3087 @6460 住吉3区， 4区， 5区， 6区
栗山忠一三ケ日09 @8397 三ケl区，2区，3区
島津紀子三ケ1280-3 @2963 町三ヶ区

宮本宗悦宮津1523 @0403 宮津区

折川キヨ川縁375 @4452 I11縁1区， 2区

砂上中島校下民生委員協議会

三浦作蔵吉野1079 @8186 吉野区，川原区，弥源寺区

広瀬敏枝有山366 @8059 浅生区，有山区，上野区

谷川 芳雄湯上455 @8153 湯上区，升田区

林 兵助出512 ②3002 出区，岩高区

石倉信一下椿849 @8030 升方区，下椿区

砂松倉校下民生委員協議会

稗苗好子稗畠1662ー1 @9532 坪野区，稗畠区

黒崎定子観音堂1683 @9130 室田区，観音堂区

清河与三松 北山470 @9298 小菅招区，北山区，池谷区

雛形三郎金山谷1084 @9205 金山谷区

松田正二鹿熊1748 @9628 鹿熊区

金山又二虎谷176 @9741 鉢区，虎谷区，大熊区

砂上野方校下民生委員協議会

海野清盛大海寺野1026 @8504 大海寺野l区，雄峰団地区

宮坂千賀子 大海寺野547 ⑫4162 大海寺野2区，3区，大海寺野住宅区

宮坂一男 大海寺新468 @8605 大海寺新4区，大杉台区

荒川 四郎大海寺新161-2@3057 大海寺新5区
石崎たみ子石垣572 @5093 石垣区，石垣平区

(12) 
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辛
う
じ
て
「
私
」
で
あ
る
日
々曽

野

綾

子

メ
ニ
ュ
ー
は
貴
女
か
ら

友

竹

正

則

姉
貴
の
尻
尾

l
向
田
邦
子
の
想
い
出
|

向

田

保

雄

西

村

寿

行

安

西

篤

子

震
雨
の
時
計
台

家
康
の
母

(2日月3) み
ん

ひと 3 な
らしじ え 1
きょ 305い月い

すま。覚語室かでんぷん で が会 の っL 
1 お圭ロ五ロ お よ4 しに
まじ 勺ー / 

て; せ

迷
犬
ル
パ
ン
の
名
推
理

辻

真
先

ち
い
ち
ゃ
ん
し
ゃ
が
み
こ
ま
な
い
で

う
つ
み
宮
土
理

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
物
語

深

田

祐

介

夜
ご
と
の
揺
り
舗
、
舟
、
あ
る
い
は
戦

場

森

瑠

子

こ
ち
ら
、
団
地
探
偵
局

赤

川

次

郎

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間

で
す
。

新
し
い
本
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
た

く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

v
図
書
館
は
あ
な
た
の
書
斉
で
す
企

日
常
生
活
や
職
業
上
で
の
疑
問

・
調

査
相
談
は
、
お
気
軽
に
係
ま
で
お
申
出

く
だ
さ
い
。

図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て
お
答
え
し

ま
す
。電

話

・
郵
便
で
も
、
受
付
け
ま
す
。

みんなの

図書館
市民会館となり

魚津市下材木町

官22-0462
開館時間

9時30分-18時
こどものへや

13時-17時
土賜89時3扮 -1時

休館日
日曙・月末・祝日
秋期10日間

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
与
え
て
、
そ
の
健
康
を

増
進
し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

1
1
1
1
月
の
お
知
ら
せ

|

|

|

し

よ

う

。

マ
〔
お
正
月
遊
び
〕

2
時
i

マ
凶
日
附

「

4
日
附

「は
ね
つ
き
大
会
」

〔ゲ
l
ト
く
ぐ
り
ゲ
l
ム〕

4
時
i

一
5
日
附

「ゲ
ー
ト
く
ぐ
り
ゲ
ー
ム
」

ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
の
練
習
に
も
な
る

一

「か
る
た
大
会
」

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
ょ
う
。

一6
日
幽
「
こ
ま
ま
わ
し
会
」

マ
幻
日
制

一

「ト
ラ
ン
プ
会
」

〔
映
画
会
〕

叩
時
ぬ
分
1

一
7
日

ω
「福
笑
い
を
し
よ
う
」

「

一

寸
法
師
」

一

「す
ご
ろ
く
大
会
」

「

ベ

ル
と
怪
獣
王
子
」

一
8
日
間

「新
年
お
楽
し
み
お
し
る
こ

〔
マ
イ
コ
ン
で
遊
ぽ
う
〕

1
時
1

一

会
」(
お
わ
ん
、
は

し

、

ビ

ニ

マ

イ

コ

ン

に

さ

わ

っ

て

、
機
械
を

戸

|
ル
袋
持
参
。
無
料
。)

動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
日
日
附

・
ロ
日
附

〔
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
・
伝
承
遊
び
〕

4

〔
竹
と
ん
ぼ
作
り
〕

3
時
ぬ
分
i

時
i

古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
遊

み
ん
な
で
作
っ
て
楽
し
く
飛
ば
そ
ぴ
を
み
ん
な
で
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

う
。
対
象
は
3
年
生
以
上
。
費
用
は

マ
幻
日
幽

無
料
リ

持
っ
て
い
る
人
は
ナ
イ
フ
持

参
。
参
加
申
し
込
み
は
8
日
ま
で
。

マ
ロ
日
樹

〔
将
棋
教
室
〕

4
時
l

将
棋
が
初
め
て
の
人
、
覚
え
た
い

人
は
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
U
日

ω

〔
マ
ン
ガ
を
か
こ
う
〕

3
時
1

マ
ン
ガ
や
イ
ラ
只
ト
、
な
ん
で
も

か
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
四
日
制

〔ゲ
l
ム
会
〕

4
時
1

み
ん
な
で
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
ま

〔
将
棋
教
室
〕

4
時
j

マ
鈎
日
制

〔
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
〕

叩
時
1

高
橋
嘉
久
先
生
の
手
品
や
ビ
デ
オ

劇
場

「さ
よ
う
な
ら
銀
河
鉄
道
則
」

一
輪
車
大
会
、
食
べ
物
屋
、
ゲ

l
ム

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
費
用

は
削
円
。
参
加
申
し
込
み
は
幻
日
ま

で
。
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
毎
週
の
行
事
(
刊
日
よ
り
行
な
い
ま

す
。)

日 土 金 木 水 火 HR U 

一 体操 竹馬
け お

幼児

輪車教室

ん り
f子

ク ク
検玉定

紙 ク 事
フ フ

教室
フ 名

プ プ プ

3 31 3 4 4 10 
時 時時 時 時 時

301 I 30時
4 4分 4 4 4 11分
時 時 i時 時 時 時 1問
50 30 50 30 30 30 
分分 分 分 分分

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
祝
日
・
年

末

・
年
始
(
ロ
/
mu
l
l
/
3
)

大
町
・
経
由

幼
稚
園
児
の
再
募
集
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
(
学
校
教
育
課
)

V
入
園
資
格

市
内
在
住
の
日
年
4
月
2
日
か
ら

日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
幼

児
(
4
歳
児
)

な
お、

詳
し
い

こ
と
は
各
幼
稚
園

ま
た
は
市
教
育
委
員
会
(
学
校
教
育

課
)
宮
②
2
2
0
0
内
線
3
0
6
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

(13) 

日
月
市
広
報
で
幼
稚
園
入
園
児
の

募
集
を
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
満
た

な
か
っ
た
の
で
、
再
募
集
い
た
し
ま

す
。

V
願
書
受
付
期
間

1
月
日
日
附
か
ら
1
月
初
日
幽

(土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

V
願
書
提
出
先

大
町

・
経
団
各
幼
稚
園
ま
た
は
市
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だより〈叩{暴 問い合わせは合22-2200C内線231)

日5月2 
29 22 16 15 8 3 2 

日1月1 日5月2 
29 22 16 15 8 3 2 

日1月1 刊日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

(日) (円) (日) (月) (日) (日) (刈 (月) (U) (rl) (日) (日) (月) (11) (1-1) (刈 (月) (11) 

医院対歯科馬 医院伯佐歯手ヰ 医院歯幸本山二十 医院科佐機歯 医院，森歯科l 、
医院野

医院津ネ魚歯? 医院柚平木歯斗 医院特千小歯十

伶家
崎例医院

科ぬi甫

E 島
米沢医院 森本医院 松本医院 宮本医院 宮E 松井震 月

科歯回 〉 病院回 の
休

雪古守6占8立町百石山 守f6主箇iT 君ig主f 内 観口262 膳入入

朝

額OO8 5 入陪入 宮管o?3T新省t ?2 存1て

Z@3E4通中L 
宮本

宮@58 7 8 木両

@E 新雇~ @Z2 1 Er新a雇-
E 北江鬼

宮@口2 2 1 新川伝

宮本 宮本 日

宮@O46 8 町泊日
@江

@ 2 2 3 1 

@江
@0 7 江

診療医
0 3 9 9 5 0 5 3 

7 

3 9 3 1 ※診療時間は、いずれも 7 7 7 
AM9時からPM5時まで。 5 3 4 5 

食べすぎは胃腸と財布に負担かけ

内 ~舟~ 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

3か月児健診 3か月児
1月12日(木) 13 : 00 -14 : 00 

1月26日(木) 13 : 00 -14 : 00 

8か月児健診 8 か月児
1月 6日働 9:00-10:00 

2月 3日働 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 57年 6月生まれの子 1月27日働 13: 00 -14 : 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー_，炉麻を発し行ん(しはましすか。)の接種券

55 . 12 . 16 -55 .12 . 31生まれの児 1月11日ヤド) 13:00-14:00 魚津保健所

3歳児健診 56. 1 . 1 -56. 1 .15生まれの児 1月18日ヤ/() 13:00-14:00 

56.1.16-56.1.31生まれの児 2月 1日制 13 : 00 -14 : 00 

母 親 ~ 級 妊婦とその家族 1月13日倒 9 :30-16:00 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ー・ーーー ーーーーー・ーーー_，俳 母親学級は昼食を ご持参

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 1月27日在尚 9:00-12:00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー・ーーーー_，・

くださし、。
ニ予キワ命IJ

心の健康相談 一 般市民 1月17日(火) 13 : 30 -15 : 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー→ 老人ポケの相談も受けます。

健 康 相 談 一 般市民
1月19日(木) 13 : 00 -15 : 00 魚津市役所保健室 血圧iHI]定 ・検尿・心電図 ・診察

1月 10日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

機 首E ヨ11 練 1月 5日(村 10 : 00 -15 : 00 百 楽 荘 l昼間iの官会士燃010はの3-: 

〈リハビリテーション〉
脳卒中後遺症のある人

1月19日(木) 10 : 00 -15 : 00 百 楽 荘 J:!ll学療1法0: 却01l0|1糾-:3は015ま:0てo

毎週月 H起日 10 : 00 -15 : 00 道下公民館

毎週 火H程日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館 -体操の山来る服装でお

健 康 イ本 操 一 般市民
毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 相ノ木公民館 いでくださし、。

毎週木眼目 10 : 00 -11 : 30 大町公民館 -日を定めて健康相談を

毎週 9:30-11 :00 経団公民館 しています。

月 -木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

健 康 相 s言z災... 西布施地区 1月10日(火) 13: 00 -15: 00 長引野公民館

松倉地区 1月23日(刈 13: 00 -15: 00 松倉生活改善センター

胃 がん検診 一 般市民
39歳ま で 1，550円

2月 7日(刈 9:00-10:00 魚津漁業会 料金 40-69歳 500円. 70歳以上無料

(検 診 希 望 者 は 実 施 日 10日前まで市生活環境課へ申し込み下さい)

予 定数 に達 し次 第し め切 りま す。

ー画噴き〕

、、
‘，，，
，

a

“. 
a---E・

''
'
1
1
 

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

利
用
の
ご
案
内

日
曜
日

・
祝
日
な
ど
休
日
の
夜
間

に
、
医
師
の
診
療
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
診

療

日

日

曜

日

・
祝
日

年
末
年
始
九
日
日
)

お

盆

(

リ
附
加
日
)

午
後
7
時
i
日
時

内
科

・
小
児
科

・

外
科

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

黒
部
市
三
日
市

(
国
道
8
号
線
黒
部

警
察
署
向
側
)

宮

0
7
6
5
@
0
7

3
1
・
@
0
7
3
2

O
診
療
時
間

O
診
療
科
目

O
施

設

名

。
場

所
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

-1月
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

ふ刈 球部野事在 学f高等田J之(龍鳥県地1講植ン}津市街ス
i市成家手5昭口9 f経

物

生文 符 会ポ 式人年魚 名

I PM 15 I AM 15 
と6 日 10日

H寺(制 時(初 き

券 ( 無 金正 人
) 幣

場料
理料 料

育協会 津市体倫 脊委会民 i市教魚章

色
主

i輩: {持!

市 者

-
財
形
進
学
融
資
の

案
内
に
つ
い
て

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
勤
労
者
本

人
又
は
そ
の
子
弟
が
高
等
学
校
、
大
学

等
に
進
学
す
る
た
め
に
必
要
な
進
学
資

金
の
貸
付
け
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

マ
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
方

川
直
接
融
資

勤
労
者
で
財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る

ニシ」。ω転
貸
融
資

事
業
主
で
財
形
貯
蓄
制
度
を
導
入

し
て
い
る
こ
と
。

マ
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
資
金

川
入
学
金
、
授
業
料
、
施
設
設
備
費

等
。

ω受
験
料
、
受
験
の
た
め
の
旅
費
、

宿
泊
料
等
。

ωそ
の
他
進
学
に
必
要
な
資
金

マ
教
育
施
設
の
範
囲

修
学
期
間
が
6
か
月
以
上
の
も
の
で

川
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
及
び

大
学

ω盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学

校
高
等
部

ω専
修
学
校
及
び
各
種
学
校

凶
そ
の
他
各
省
庁
設
置
法
等
に
よ
る

教
育
施
設

マ
貸
付
額

財
形
貯
蓄
残
高
の
三
倍
ま
で
で
、
限

度
額
は
日
万
円
以
上
測
万
円
ま
で
。

侶
m
口
鶴
0
0
0
0
~

番務理号 募集職何. 年令 官l冴IJ 合 校下 人員 資そ絡の経 験他

管フ 理イ 省ン 25-40 男 10-16高 rコ~ rnη L 2 (官業株長科)
2 キ~ 1111 係 18-58 男 10-12 本 j工 5 高普:小免. 以 t 

3 セドラーイルノ〈ース 19-30 男 11.7-12.8 上型lJ'j 13 1同!(-免市・l以年以上 ト

4 $9; 工 18-40 男 10-16 }'i f!. 3 持き一れ免ば尚i符織良いで

5 夜勤 1系 35-60 男 11.25 ゴEコI I出nJ l 

6 看 3護婦 20-30 女 9 -12 大町 1 約ifj; 干~.~量輔免

7 フグ。ラロ マー 20-40 女 8.625 道下 2 フ.ロ グフム年
作成 I 

8 仕く つ1..下工 18-35 女E 9.292 ヨド i工 10 

9 t内~己村j釜貝 30-45 女 11.5-12.5 a 士口 普免

10 アンル組ミ立サ工y 20-40 -If. 8.5-10 f:iニ ゴ口r 4 

〈求人情報〉早急に人を求めています.グマ
貸
付
条
件

川
貸
付
利
率
年
叩
パ
ー
セ
ン
ト

ω返
済
期
間

5
年
以
内

ω返
済

方

法

元

利
均
等
割
蹴
返
済

で
毎
月
払

・
ボ
ー
ナ
ス
時
払
又
は

両
者
併
用
の
三
種
類

刷
保
証
人

連

帯

保

証

人

1
名
以
上

マ
借
入
申
込
み

ω受
付

期

間

日

年

3
月
幻
日
ま
で

ω借
入
れ
申
込
先
近
く
の
財
形
進

学
融
資
業
務
取
扱
金
融
機
関
の
窓

口
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
次
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
最
寄
り
の
財
形
融
資
業
務
取
扱
金
融

機
関

-
県
労
働
基
準
局
賃
金
課

.
県
労
働
福
祉
主
管
課

経番理号 希望戦略 年令 性別 希賃 望金 経 験等 学歴 資格

営業員 48 男 20万円 営業26年 大手:高・中学英語教職

2 旋盤工 60 男 16 旋総工 3年 高小平 職l級業骨却量l同械I!指校能揮士貝

3 ボ機イ械ラー修運思転1 60 男 15 エン年ジン n~ 高小卒 2lJ級}トボ1原イ付ラー l
王m3

4 コンビュータ 32 男 20 ン ス ア ムコ二 ン 大手: 情i仮売鰍処附1理2級l伺(ソフト) ジニア 10年

5 運転手 48 男 15 運転手 2年 中~.・: 発大破引枝危師険7物「取7被1)7告ト

6 運転手 21 女 8.5 配達 1年 高卒 普免

7 雑 {生 44 女 8 -9 包装 4年 中王手 普免

8 事務員 39 女 10 経理事務16年 中卒

9 製造工 41 女 8 -9 事務 8年 中卒

10 理容師 31 女 10-12 理容10年 中平: 理容免許

く求職情報〉緊急に職を探しています.グ

-
奨
学
資
金
の
貸
与

市
教
委
で
は
、
日
年
度
奨
学
資
金
の

貸
与
希
望
者
を
募

っ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
1
月
日
日
附
か
ら

1
月

訂
日

ωま
で
、
市
教
委
(
進
学
希
望
者

は
在
学
し
て
い
る
学
校
長
)
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

V
借
り
ら
れ
る
金
額

・
大
学
生
は
月
額
一
万
八
千
円

・
高
専
生
は
三
年
生
ま
で
月
額
七
千
円

四

・
五
年
生
は
一
万
八
千
円

・
高
校
生
は
月
額
七
千
円

V
人
員
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

V
借
り
ら
れ
る
方

-
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

-
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
成
績
の
良

与子日る在い
を福本方学方
受祉育 し
け 資 英 て
て金会 い
いな、 る
など 富 学
い 、山 校
方他県 長
。の奨の
学学推
資資薦
の金が
貸母あ

-
日
曜
営
業
給
油
所

29 22 15 8 1 月
日 日 白 日月 日

富浜 魚 富山 シ魚 富 i兵

石山 富唐 津 石 、津

石抽山 津富E 市油 石 t由
農一 ズ 油

油ュ 協ュ 一 所 l
色 ユ

色 |
市塵協 魚津l 

魚色
津よ 名

津魚津 津津 東 1
葉双 広末

釈住 友 相 吉川
戸ヂ斤L 

町町 迦，三些r.・ ±Eと3 道木 島縁 f也
※くわしいことは、魚津公共職業安定所

くfi24-0365 >へお問い合わせください。

(15) 



。。

り
と
。

O
暖
房
器
具
は
窓
側
に
。

O
こ
た
つ
に
は
、
こ
た
つ
敷
や
厚
手
の

こ
た
つ
掛
を
。

O
ス
ト
ー
ブ
は
、
手
入
れ
を
し
て
効
率

的
使
用
を
。

O
天
気
の
良
い
日
は
、
太
陽
熱
の
利
用

を
。

O
熱
を
逃
さ
な
い
た
め
住
宅
に
は
断
熱

材
を
。

昭和59年 1月 1日発行

-
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

-
婦
人
モ
ニ
タ
ー
募
集

魚
津
郵
便
局

市
民
の
皆
様
、
今
年
も
良
い
お
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
皆
様
の
郵
便
局
と
し
て
、
満

足
さ
れ
、
喜
ば
れ
る
郵
便
局
に
な
る
よ

う
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
業
務
の
内
容
、
事
業
の
制
度
を
改
善

す
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
に
よ
り

『郵

便
貯
金
婦
人
モ
ニ
タ
ー
』
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

-
募
集
期
間

固
定
資
産
税
の
納
税
者
で
、
事
業
の

用
に
使
っ
て
い
る
減
価
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
々
は
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
に
お
け
る
資
産
で
そ
の
所
在

・
種

類

・
数
量
等
必
要
事
項
を
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
申
告
期
限
は

日
年
1
月
白
日
ま
で
で
す
。
該
当
者
と

思
わ
れ
る
方
々
に
は
、
す
で
に
通
知
済

で
す
が
、
通
知
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
申
告
書
用
式

も
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
(
内
線
2
2
8
番
)

日
以
内
に
書
面
で

申
し
出
れ
ば
無
条

件
で
解
約
で
き
る

「
ク
l
リ
ン
グ

・

オ
フ
」
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
括

現
金
で
購
入
し
た

り
、
商
品
を
一
部

で
も
使
っ
て
し
ま

う
と
、
ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
が
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
消
火
器
の
設
置
や
点
検
は

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
〉

.
消
火
器
は
ぜ
ひ
{
丞
挺
に
備
え
て
お

き
た
い
も
の
の
一
つ
で
す
が
、
特

に
法
的
な
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
点
検
義
務
も
あ

り
ま
せ
ん
。

〈
も
し
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
た
ら
〉

.
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
身
元
及
び
販
売

業
者
の
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号

を
確
認
し
て
、
責
任
の
所
在
を
は

っ
き
り
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

-
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉
に
ご
ま
か

さ
れ
ず
、
そ
の
場
で
決
め
た
り
、

お
金
を
全
額
払
わ
な
い
こ
と
が
悪

質
な
手
口
に
乗
せ
ら
れ
な
い
秘
け

つ
で
す
。

「消防署から来ました匂

広報うおづあなたと市政をむすぷ

最
近
訪
問
販
売
に
関
す
る
苦
情
や

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
『
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
』

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
販
売
業
者
は
、
訪
問

販
売
に
よ
っ
て
商
品
を
販
売
す
る
場

合
は
、
版
売
業
者
の
氏
名

・
販
売
し

よ
う
と
す
る
商
品
の
種
類
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

販
売
業
者
は
契
約
の
申
し
込
み
を
受

け
た
と
き
ゃ
、
契
約
を
締
結
し
た
と

き
は
、
販
売
価
格
、
販
売
業
者
の
名

前
と
住
所
、
販
売
員
の
氏
名
、
販
売

年
月
日
、
販
売
商
品
名
と
数
量
を
記

載
し
た
契
約
書
を
交
付
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
受
け
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
購
入
契
約
や
、
そ
の
申
し

込
み
を
し
た
が
、
解
約
し
た
い
と
い

う
場
合
に
は
、
そ
の
日
を
含
め
て
四

昭
和
日
年
1
月
4
日

i
白
日

・
応
募
資
格
郵
便
貯
金
を
利
用
さ
れ

て
お
ら
れ
る
初
歳
以
上
の
女
性

0

・
委
嘱
期
間

一
年

(昭
和
白
年
4
月

1
日
か
ら
昭
和

ω年
3
月
白
日
)

く
わ
し
く
は
郵
便
局
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

告
②
0
3
9
0

-
ふ
れ
あ
い
あ
た
た
か

冬
の
省
エ
ネ

O
室
温
調
節
を
こ
ま
め
に
行
い
、
暖
め

す
ぎ
に
注
意
。

O
カ
ー
テ
ン
は
厚
手
で
ひ
だ
を
た
っ
ぷ

可

l
i
l
i
l
l
a
-
-
l
l
i
l
i
a
-
-
1
1
1
1
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
J

"

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

一

酌

カ
胸

H
J
、
・
園
内
3
冒
貝
、

F

一

j

協
ヌ
カ
ア
ま
B

L

j

一

一

年

末

・
年
始
に
お
け
る
し
尿
の
く
み
取

0
0
4
と
仮
定
)
程
度
の
収
集
し
か
で
き
一

一
り
に
つ
い
て
、
大
変
ご
違
訟
を
お
か
け
し
な
い
実
状
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
一

一
て
お
り
ま
す
。
市
で
は
み
な
さ
ん
の
ご
要
う
え
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
一

一
望
に
添
う
べ
く
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
市
で
は
収
集
計
一

一
が
、
し
尿
の
く
み
取
り
は
、

中
部
清
掃
セ
画
を
た
て
、
集
約
的
に
収
集
業
務
を
進
め
一

一
ン
タ
l
の
処
理
能
力
に
あ
わ
せ
魚
津
市
の
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
在
の
家
庭
で
も
、
一

一
場
合
、
日
量
五
七
、
六

0
0
4
(
三
O
O
石
)

収
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か
と
一

一
に
定
め
ら
れ
、
一
日
当
り
約
一

O
O
世
帯
思
い
ま
す
。
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
一

一
(
一
世
帯
当
り
く
み
取
り
量
五

0
0
1
六

い

た

し

ま

す

。

一

r
i
l
l
-
l
i
l
l
-
i
l
l
l
-
i
l
l--
l
i
l
l
-
l
iai
-
-
l
i
l
-
-
i
n
u
-
-
l
i
--L
 

市民税県民税第4期の納期

限は昭和59年1月31日です。

'込'
刻イ税納



昭和59年 1月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

-
受
験
生
の
皆
さ
ん
へ

国
鉄
魚
津
駅
で
は
、
指
定
券
を
1
か

月
前
か
ら
発
売
し
て
お
り
ま
す
。
受
験

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
と
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
早
自
に
計
画
を
立
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
旅
館
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

@
冬
期
臨
時
列
車
の
ご
案
内

こ
の
冬
、
ス
キ
ー
列
車

「
白
馬
銀
嶺

号
」
が
運
転
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

運
転
日

区

魚:孝命<1'e然
日
年
2
月
中
の
各
土
曜
日

・

日
曜
日

間

金

沢

t
信
濃
大
町

下
り
7
時
お
分
発
日
時
日
分
着

(魚
津
駅
発
8
時
日
分
)

上
り
却
時
お
分
着
目
時

ω分
発

(魚
津
駅
着
目
時
日
分
)

魚族紹介(86)

。
白
馬
ス
キ
l
1泊
2
日
の
旅

期

間

日

年

1
月
7
日
か
ら
3
月
初
日

ま
で
毎
日

会
費
一
一
、
九

O
O
円

宿
泊
白
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

人

員

毎

日

ω名
(お
2
人
以
上
早
目

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。)

問
い
合
せ
魚
津
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー

宮

@
1
4
5
6

-
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
生
徒
募
集

募
集
定
員

生
産
機
械
科
二

O
名

金
属
成
形
科
二

O
名

電

気

科

二

O
名

室
内
造
形
科

二
O
名

無
線
技
術
科
二

O
名

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
者
(
昭

和
白
年
3
月
卒
業
見
込
の

応
募
資
格

日本各地の沿岸の砂泥底にすみ、時には河口域に

までにくる。活底のゴカイ類、小工ピ、戸サリなどを

沼んで食べ体長40anに達する。{本表には鱗ガ全くな

いガ表側には背腹にそって大きな石状の骨板ガある。

真冬の頃水深10m以浅の浅場に移動し沈性卵を産む。

13¥化しだ椎魚は海面近くを涼ぎプランクトンを食べ

るガ2anほどに怠るとさE目ガ右側に移動し海底で生

活するようになる。特有の風昧ガあり刺患や煮{寸、

塩焼きにされる。

願
書
受
付

試

験

日

試
験
科
目

受
験
料
等

者
を
含
む
)
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

臼
年
1
月
初
日
働
1

2
月
4
日
仕

日
年
2
月
時
日
同

外
国
語
(
英
語
A
)

理

科

(物
理
I
)

数

学

(
数
学
I
)

受
験
料
一
万
一
千
円

授
業
料
十
二
万
二
千
円

(現
行
年
額
)

入
学
金
不
要

※
く
わ
し
く
は
、

宮

@
5
5
5
2
(代
表
)

内
線
M
、お
学
生
課
ま
で
。

-
電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

士
の
国
家
試
験
に
つ
い
て

昭
和
臼
年
中
に
北
陸
支
部
で
行
い
ま

す
、
電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の

国
家
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称略〉

ら9月9 
ら 6 ら 3

受付期問受駿鮒a申s 
6月

月3月l 
月 1 月 1
25日 25日 26日
日ヵ、 日ヵ、 日か

でσ〉1月1 ので月8 で 5
の月

試|湖 6 間 7 間 7
σ〉日

指定のすから目8 の指定すから目
指定すから

験

11 Jtll 
る月 る月 る月5 
日 9 日10 日10 日
H寺日 H寺日 H寺日

ま ま ま

試
験
地
金
沢
市

受
験
申
請
書
提
出
先
無
線
従
事
者
国

家
試
験
セ
ン
タ
ー
北
陸
支
部

(
宮

0
7
6
2
②
7
1
2
1
)

く
わ
し
く
は
「
金
沢
0
7
6
2
⑫
2

9
2
9
L
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い。

-
村
上
海
員
学
校
で
生
徒
募
集

国
立
村
上
海
員
学
校
で
は
、
次
に
よ

り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

高

等

科

約

ω名

修
業
年
限
二
か
年
(
全
寮
制
)

願
書
受
付
日
年
1
月
4
日
制
1
2
月

4
日
仕

日
年
2
月
ロ
日
制

入
学
試
験

国
語
、
数
学
、
英
語
(
中

卒
程
度
)

中
卒
以
上
、
問
歳
未
満
の

も
の
(
昭
和
回
年
3
月
中

卒
見
込
を
含
む
。)

村
上
市
、
新
潟
市
、
大
宮

市
、
前
橋
市
、
上
越
市
、

両
津
市
、
酒
田
市
、
七
尾
市

く
わ
し
く
は
、
国
立
村
上
海
員
学
校

教
務
課
(
干
九五八
1
0

一村
上
市
岩
船
、
合

0
2
5
4
5⑥
7
6
1
4
)
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

試
験
科
目

受
験
資
格

試

験

地

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

1
月
は
、
加
積

(上
村
木
二
丁
目
)

道
下
(
北
鬼
江
、
高
畠

・
岡
仏
国

・
仏

国
)
の
各
地
区
で
、
県
L
P
G協
会
魚

津
支
部
保
安
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。

宮
@
5
3
4
0

今
年
も
、
順
次
点
検
業
務
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

石垣よき 新角川一丁目 20，000円

木下豊次上口二丁目 20，000円

高島栄子 三ケ 50，000円

魚津市農業協同組合婦人部 10 ，000円

匿 名 1，000円

美 浪 はる釈迦堂 3，000円

富山県マスターズ陸上競技連盟 10 ，000円

中沢栄吉 火の宮町 50，000円

綿屋あや本町一丁目 30，000円

浜多一徳諏訪町 1，000円

荒井学園新川高等学校創立十周年記念

学園祭実行委員会 106，157円

高瀬栄嗣康 東 町 100，000円

川111奇庄次郎 友道幸H汀 8，000円

岡本竹官上口二丁目 20，000円

歳末助け合い民訴の集い

魚津茅11声会

富 山ヤクルト販売{附

魚津親交会一 同 26，300円

宮河 洞大光寺 10，050円

有 沢武雄本町二丁目 5，000円

浜住敏之 吉島二丁目 50，000円

山本覚太郎虎 谷 30，000円

尾崎哲夫本江元町 20，000円

沢 田哲夫横枕 10 ，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

魚津銀金塗装繋備工場 3，000円

魚津水墨画愛好会一同 34，230円

魚津市職員組合 57，350円

松の会代表 五 十里ゆき 1，180円

東金敏夫本新町 10，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の
都合で一部次の号以降になります。

。ゎ

153，234円



埋
蔵
文
化
財
と
は
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
こ
と
で
、
古
墳
・
貝

塚
・
集
落
跡
の
よ
う
な
遺
跡
と
遺
跡
に
埋
れ
て
い
る
土
器

・
石
器
な
ど
の
遺
物

の
こ
と
で
す
。

遺
跡

・
遺
物
は
一
般
の
文
化
財
と
異
な
り
、
本
来
土
の
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
お

り
、
一
般
に
わ
か
り
に
く
い
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
土
木
工
事
な
ど
で
簡
単
に

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
を
字
ん
で
い
る
た
め
、
他
の
文
化
財
と
区
別
し
、
保

護
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
は
「
土
地
に
刻
ま
れ
た

歴
史
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
過
去

の
人
々
の
生
活
を
今
に
伝
え
る
武
重
な

歴
史
的
遺
産
で
す
。
文
字
に
よ
る
記
録

の
残
さ
れ
る
以
前
の
歴
史
は
埋
蔵
文
化

財
に
よ
っ
て
し
か
知
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
古
代

・
中
世
な
ど
の
記

録
の
少
な
い
時
代
の
歴
史
も
埋
蔵
文
化

財
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
ほ
場
整
備
や
道
路

工
事
が
さ
か
ん
に
な
り
埋
蔵
文
化
財
が

政
壊
さ
れ
る
危
険
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
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桜
峠
遺
跡

市
で
は
遺
跡
の
分
布
調
査
を
お
こ
な
い
、

分
布
図
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
遺
跡

で
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

計
画
の
変
更
を
協
議
し
て
、
保
護
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
工
事
計
画
の
変
更
が

不
可
能
な
場
合
は
発
抑
制
査
を
お
こ
こ

な
っ
て
、
遺
跡
の
詳
細
な
記
録
を
残
し

て
い
ま
す
。
最
近
魚
津
市
内
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
発
掘
調
査
は
い
ず
れ
も
こ

う
し
た
工
事
に
よ
る
事
前
調
査
で
す
。

現
在
、
魚
津
市
内
に
は
七

O
カ
所
余

り
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
の
は
、
天
神
山
遺
跡
(
縄
文
時
代
)
、

桜
峠
遺
跡
(
縄
文
)
、
大
光
寺
遺
跡
(
縄

文
)、
石
垣
遺
跡
(
縄
文

・
中
世
)
、
早

月
上
野
遺
跡
(
旧
石
器
時
代
i
中
世
)

佐
伯
遺
跡
(
縄
文
i
古
墳
)
、
湯
上
B

遺
跡
(
古
墳
)
、
印
回
遺
跡

(
縄
文

・

古
墳
)
、
天
神
野
新
A
遺
跡
(
縄
文
)
、

大
音
、
王
馬
墓
(
江
戸
)
の
一

O
遺
跡
で

す
。
市
内
に
所
在
す
る
遺
跡
の
半
分
以

上
が
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
た
め
、
発
掘

調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
遺
跡
も
'
縄
文
時

代
の
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

d

司
早
月
上
野
遺
跡
(
住
居
跡
)

こ
と
は
、
魚
津
に
一
万
数
千
年
前
の
旧

石
器
時
代
か
ら
人
類
の
生
活
が
み
と
め

ら
れ
、
縄
文
時
代

(
約
一
万
年
か
ら
二

千
年
前
)
に
は
市
内
の
各
地
に
縄
文
人

た
ち
の
村
(
集
落
)
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
後
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代

は
遺
跡
数
が
少
な
く
な
り
、
平
安
時
代

に
な
る
と
ま
た
大
き
な
村
が
い
く
つ
も

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

魚
津
の
地
形
は
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
の

び
る
丘
陵
が
海
岸
付
近
ま
で
せ
ま
っ
て

お
り
、
農
耕
に
適
し
た
平
野
が
非
常
に

少
な
い
た
め
、
初
期
農
耕
社
会
で
あ
る

弥
生
・
古
墳
時
代
に
は
農
地
の
開
拓
が

進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
魚
津
の
地
形
は
、
農
耕
を
営

む
以
前
の
狩
猟
採
集
社
会
の
縄
文
人
た

ち
に
と
っ
て
は
食
料
の
宝
庫
で
し
た
。

現
在
で
も
市
内
の
丘
陵
地
帯
で
は
、
ゼ

ン
マ
イ

・
ワ
ラ
ビ
・

ク
ズ
・
ヤ
マ
イ
モ

な
ど
の
山
菜
が
豊
富
に
と
れ
ま
す
。
ま

た
当
時
、
大
地
を
覆
っ
て
い
た
自
然
林

の
中
で
は
ク
ル
ミ
・
ク
リ

・
シ
イ
な
ど

の
食
用
の
木
の
笑
が
盟
富
に
と
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
か
ら
は
打

せ
い
せ
き

製
石
斧
と
呼
ば
れ
る
土
掘
り
具
(
石
の

鍬
の
よ
う
な
も
の
)
が
多
く
発
見
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
道
具
で
ヤ
マ
イ
モ

な
ど
を
帰
り
出
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
町
石
と
呼
ん
で
い
る
ク

ル
ミ
な
ど
の
木
の
実
を
割
る
道
具
も
出

土
し
て
い
ま
す
。

魚
津
に
は
早
月
川

・
角
川

・
片
目
(
川

・
布
施
川
の
四
つ
の
大
き
な
河
川
が
あ

あ

ゆ

き

け

ま

可

り
、
今
で
も
鮎

・
鮭

・
鱒
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
鮎

・
鮭

・
鱒

を
税
と
し
て
加
賀
藩
に
収
め
て
い
た
ほ

ど
豊
富
に
と
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
天
然
の
資
源
を
縄

文
人
た
ち
が
見
逃
す
は
ず
が
な
く
、
遺

跡
か
ら
は
魚
網
に
使
っ
た
石
や
土
器
で

作
っ
た
錘
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て
お
り
、

漁
業
が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
川
の
幸

・
山
の
幸
」

に
恵
ま
れ
た
魚
津
は
、
県
内
で
縄
文
時

代
の
人
口
密
度
が
最
も
高
か
っ
た
地
域

の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
遺
跡

の
多
さ
は
、
そ
れ
だ
け
私
た
ち
の
郷
土

が
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
の

証
拠
で
も
あ
り
、
誇
り
と
し
て
よ
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

現
存
で
は
田
や
畑
の
表
面
に
土
器
の

か
け
ら
が
散
乱
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

遺
跡
で
も
、
地
域
の
歴
史
を
考
え
る
上

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
文
化
財
で
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

は
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
義
務
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

(18) 

今
年
は
十
二
支
の
二
番

手
'
ネ
ズ
ミ
の
年
で
す
。
十

二
支
に
は
ト
ラ
と
か
タ
ツ
と

か
立
派
な
動
物
も
多
い
の
に
、

な
ぜ
ネ
ズ
ミ
が
ト
ッ
プ

・
バ

ッ
タ
ー
な
の
か
。

こ
れ
は
昔
、
中
国
で
時
刻
や
方
角
を
表

す
の
に
用
い
た
子
(
し
)
、
丑
(
ち
ゅ
う
)
、

寅
(
い
ん
)
・:
の
十
二
の
方
位
に
、
そ
れ

ぞ
れ
動
物
を
当
て
は
め
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

ネ
ズ
ミ
は
、
数
が
多
く
、
農
作
物
や

食
料
品
を
食
い
荒
す
こ
と
か
ら
、

H

評

判
。
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
半
面
、

縁
起
が
い
い
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
る
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
白
ネ
ズ

ミ
は
、
昔
、
大
黒
様
の
使
者
と
い
わ
れ
、

吉
兆
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ネ
ズ
ミ
色
と
い
う
言
葉
、

最
近
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
グ
レ
ー
が
一
般
的
で
す
。
ち

な
み
に
、
今
年
の
流
行
色
は
ラ
イ
ト

・

グ
レ
イ
ツ
シ
ュ

・
カ
ラ
l
、
明
る
い
灰

色
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ネ
ズ
ミ
年
が

明
る
い
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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24，057 (+16) 

26，126 (ー15)

50，183 (+ 1) 

13，384 
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